「おとめ桜」～福島県白河市の民話より～
　　　　　　　　　　　　　構成・脚色　大西伸子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監修　彩乃木崇之

　

　＜ものがたり＞

　江戸時代初期、春、桜満開の時期、白河の藩士、和知平三郎の屋敷で大勢の女たちが舞い踊る華やかな花見が行われている。

　花見の宴席の中に、大工の卯吉がいる。卯吉はそこで、つかのま舞を踊ってみせた平三郎の娘、おとめに心をひかれ、宴席が終わった後もその場を離れることができない。

　やがて、おとめが一人、姿を現す。

　卯吉とおとめの出会い。二人は互いにひかれあう。

　平三郎の指揮のもと、小峰城改修の工事が始まる。卯吉も工事の中にいる。卯吉を含む大工たちの生き生きと改修に取り組む姿がある。

　卯吉はおとめのことが忘れられない。毎夜、おとめのいる屋敷に通う。

　身分が違うため、許されない仲だとは互いに分かっていながらも、おとめと卯吉の二人の逢瀬の日々が続く。　

　そんな中、おとめと藩士との結婚の日取りが決まる。

　

　思いつめたおとめは、改修作業中の卯吉のもとへ。

　卯吉はおとめの手を取り、山の中へ逃げる。

　

　山の中、深い闇。

　卯吉とおとめは離れ離れに。　

　一人になったおとめは人食い鷹の群れに襲われる。おとめは自分を餌食にしようとする人食い鷹を説得し、生命の迸るような舞を見せる。

　舞に感動した鷹は、おとめに山の中で生きる術を教える。

　

　卯吉も人食い鷹の群れに襲われる。

　卯吉は人食い鷹の「おとめは屋敷に戻った」という嘘を信じ、屋敷に戻る。

　おとめは、人食い鷹が持ってきた卯吉の着物の切れ端を見て、卯吉は死んだのではと考え苦しむ。そこに山のシシが現れ、おとめの気持ちを知る。

　屋敷に戻った卯吉は捕らえられる。卯吉は、おとめの父平三郎におとめはまだ生きていることを伝える。また、何とかおとめと平三郎の仲を取り持とうと考える山のシシも、平三郎のもとに現れる。

　卯吉が屋敷に戻り捕らえられたことをシシから聞いたおとめは、共に駆け落ちの罪の罰を受けようと考え、屋敷に戻る決意をする。

　

　小峰城の改修は、度重なる天災によりまったく進まない。最初とはうって変わって、覇気のない大工たちの姿がある。

　ついに、天災を抑えるために人柱を立て、神の怒りを鎮めるようお告げが下される。

　

　平三郎の必死の反対にも関わらず、その日、最初に小峰城に入城した者が人柱になることが決められる。

　そんな折、シシに乗せられておとめが戻ってくる。父は「来るな、来るな」と手で合図をする。

　しかし、おとめは自分が招かれているものと勘違いをして城内に入ってしまう。

　平三郎はおとめを抱きしめ、駆け落ちの罪を許す。

　そしておとめは、卯吉の命と引き換えに、また父のために自ら人柱となる。

　

　その夜、牢の中、何も知らない卯吉はシシが人食い鷹の群れに襲われる夢を見る。鷹に貪り食われたシシの死骸が血を流すおとめの姿に変わり、驚きのあまり卯吉は目を覚ます。

三年後の春、卯吉は解放される。桜のふりしきる中、卯吉は大勢の桜の精たちと出会う。その中におとめの姿があった。

　おとめとの再会に喜ぶ卯吉。

　が突然、靄の中におとめが人柱となり生き埋めになる状景が現れる。全ての事実を知る卯吉。

　呆然とする卯吉の前で、生き生きとした舞を見せるおとめ。

　いつの間にかおとめの姿は消え、改修工事の終わった小峰城がまばゆいばかりの陽の光をあび、桜吹雪の中、堂々とそびえ立っている。

　

　

　

＜　構　成　＞　

第一幕

１　平三郎の屋敷

　花見の宴席。
　華やかな舞。

　おとめ、一瞬だけ舞い、すぐに姿を消す。

　その姿を目にする大工の卯吉。

　卯吉とおとめの出会い。ひかれあう二人。

２　小峰城、改修の工事現場

生き生きと働く大工たち。

３　平三郎の屋敷

おとめと卯吉の逢瀬。

　おとめ、父の平三郎より藩士との婚儀の日取りを告げられる。

４　小峰城改修の現場

おとめと卯吉の駆け落ち。

５　山の中　

おとめと卯吉。

　闇の中、二人は、はぐれてしまう。

　

おとめ、人食い鷹と出会う。

　一人になったおとめに人食い鷹の群れが襲いかかる。

　おとめは鷹を説得し、生命の迸るような舞を見せる。舞に感動する鷹たち。

　山の中、おとめは卯吉と再会するため逞しく生きようとする。

第二幕

１　山の中

　卯吉に人食い鷹の群れが襲い掛かる。

　卯吉、「おとめは屋敷に戻った」という鷹の嘘を信じ、屋敷に戻る。

　　

２　山の中

　人食い鷹がおとめのところに、卯吉の着物の切れ端を持ってくる。

　おとめは卯吉は死んだのではないかと考え、苦しむ。

　そこに、山のシシが登場。

３　平三郎の屋敷

　捕らえられた卯吉。

　平三郎はおとめが生きていることを知らされる。

　一方、平三郎の前にシシも登場。

　シシはおとめと平三郎の仲を取り持とうと考える。

　おとめ、卯吉が屋敷に戻っていることを知る。

　共に罰を受けるため、自分も屋敷に戻ることを決意。

　　　　　

　第三幕

１　小峰城改修の現場

　度重なる天災で小峰城の改修はまったく進まない。

　活気のない大工たち。

２　小峰城内

小峰城では、人柱に建てる計画をする。

　その日、一番先に入城してきた者を人柱に建てることになる。

　そんな折、シシに乗ったおとめが来る。父親は「来るな、来るな」という身振りをするがおとめは招かれているものと勘違いする。シシから降りて入城してしまう。

　平三郎は戻ってきたおとめを抱きしめる。

　しかし、おとめは人柱になるべく役人たちに捕らえられる。

３　牢の中

　牢の中で眠る卯吉。

　人食い鷹がシシに襲い掛かる夢をみる。

　鷹に貪り食われたシシの死骸が血を流すおとめの姿に変わる。

驚き目覚める卯吉。

　

　第四幕

　改修工事の終わった小峰城

　３年後の春。解放される卯吉。ふりしきる桜。

桜の精たちが現れ、その中におとめの姿。

しばらくぶりの邂逅に喜ぶ二人。

が突然、靄の中に、おとめが人柱となり生き埋めになる状景が現れる。

全ての事実を知る卯吉。

　　呆然とする卯吉の前で、生き生きとした舞を見せるおとめ。

いつの間にかおとめの姿は消え、改修工事の終わった小峰城がまばゆいばかりの陽の光をあび、桜吹雪の中、堂々とそびえ立っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幕

バレエ用シナプス
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